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市報 8 第209号’ 高萩市市民憲章

自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう

１
１
１竃
１
１
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誰
×
‐
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於
、
珍
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ー

淵X×Xzv‘温く〆､

》
自
然
の
水
を
利
用
し
て
水
遊
び
が
で
き
た
ら
ｌ
さ
る

７
月
晦
日
夏
休
み
を
ま
え
に
し
て
、
秋
山
地
区
ち
び
っ
こ

広
場
に
”
こ
ど
も
水
遊
び
場
哩
、
か
完
成
し
ま
し
た
。

側
場
式
は
、
７
月
弼
日
午
前
ｎ
時
か
ら
地
元
関
係
者
な

ど
が
参
例
し
て
無
事
を
願
い
祈
願
し
た
あ
と
、
市
長
、
議

長
、
地
元
代
表
の
手
に
よ
っ
て
テ
ー
プ
が
き
ら
れ
、
秋
山

小
学
校
３
年
生
が
初
泳
ぎ
を
し
て
、
開
場
式
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

こ
の
”
こ
ど
も
水
遊
び
場
嘩
は
、
棚
谷
寛
さ
ん
と
大
部

吉
郎
さ
ん
の
所
有
地
を
借
り
受
け
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

コ
シ
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
長
さ
妬
メ
ー
ト
ル
、
幅
妬
メ
ー

ト
ル
、
深
さ
１
メ
ー
ト
ル
で
変
形
ブ
ー
ル
の
型
を
し
て
い

ま
す
。
面
積
は
、
ゞ
２
８
５
．
卵
平
方
メ
ト
ル
で
、
水
は

下
川
原
の
自
然
水
を
直
接
流
入
し
、
自
然
の
環
境
の
中
で

水
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
秋
山
上
川
原
で
第
一
浄
水
場
の

西
側
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★セイタカアワダチソウをとりのぞきましょう。
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市報たかはぎ (2）(第209号）
一一弓f

・
建
設
中
で
あ
っ
た
高
萩
中
学
校
危
険

校
舎
の
改
築
工
事
は
、
さ
る
卿
年
か
ら

第
一
期
工
事
が
は
じ
ま
り
、
帥
年
に
完

成
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
継
続
事
業

と
し
て
第
二
期
工
事
が
、
副
年
９
月
涕

日
に
着
工
さ
れ
、
砲
年
８
月
４
日
に
完

凸 曲
圭

琵

口｡二

高
中
の
新
校

継
続
の
第
二
期
工
事
が
終
了

成
し
、
学
校
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
６
５
８
１
万
２
千
円
、
教
育
債
１
億

こ
の
工
事
で
高
萩
中
学
校
舎
の
改
築
５
，
９
５
０
万
円
、
一
般
財
源
、
５
、

工
事
は
、
す
べ
て
完
了
し
た
こ
と
に
な
０
４
９
万
２
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
教

り
ま
し
た
。
育
債
１
億
５
，
９
５
０
万
円
は
．
郵
政

第
二
期
分
の
建
設
費
は
、
総
額
２
億
省
簡
易
保
険
還
元
融
資
に
よ
っ
て
行
な

７
，
５
８
０
万
４
千
円
で
、
国
庫
補
助
わ
れ
た
も
の
で
す
。

は
す
ゞ
へ
て
完
了

ー

あたらしい校舎と

とりこわされた旧校舎
詩
承
衿

梺
狂
廻
寒

藷
華
Ｔ
浜
拳

捧
雰
誰

鶏
蝿
壊
騨
溌
舘

解

里

訊

却

罰
“
峰
甥

野

軒

小評琿謬咋叩蒋式

矛

哩

校
舎
の
建
築
面
積
は
、
３
，
０
２
４

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
３
階
建
鉄
筋
校
舎

で
、
職
員
室
、
放
送
室
な
ど
を
含
む
特

別
教
室
明
室
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
い
校
舎
に
つ
い
て
は
す
べ
て

を
取
り
こ
わ
し
、
広
い
運
動
場
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

瀞畷蕊耀

蝿議難 緋”

繩4
Ff『門

溌
野
轟
職
裁
罷
灘
賑
Ⅲ
（
．
↑
・
編
。

工

鳶
蕊
襄
篝
喜
逃
蕊
駕

日
本
三
景
松
島
遊
覧

繍

蕊
灘
鷲
蝿
濁
開
峡

こ
ど
も
４
”
２
０
０
円
概

職
費
用
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

蕊
諏
慰
唯
無
蕊
翼
《
慰
霊
蕊
（
３
歳
か
ら
蝿
歳
ま
で
）

蕊
鍛
》
》
》
灘
一
一
日
程
ゞ
朧
測
漂
鯉
清

蕊
熱
蕊

。
市
民
号
の
募
集
。
一
一
昭
時
訓
分
松
島
海
岸
発

松
島
湾
遊
覧
↓

今
年
は
松
島

皿
時
刈
分
塩
釜
着
バ
ス

こ
と
し
も
市
民
の
み
な
さ
ん
と
親
睦
脂
時
測
分
仙
台
発

と
融
和
を
は
か
り
、
レ
ク
リ
〒
－
１
シ
ョ
鴫
時
諏
分
高
萩
駅
着

ン
を
と
お
し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
市
そ
の
他
昼
食
は
、
各
自
持
参
く
だ
さ

政
を
進
め
る
た
め
に
、
第
８
回
「
高
萩
い
、
問
い
合
わ
せ
は
・
耐
役
所
市
民
活

市
民
号
」
を
運
行
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
動
課
へ
（
内
線
２
１
９
２
３
３
）

、
ｊ
ｈ
〃
Ｄ
ｐ
ｊ
Ｏ
ｙ
‘
ノ
、
１
６
■
Ｊ
ｒ
１
ｂ
１
ｊ
ｆ
ｑ
９
ｑ
１
ｊ
５
９
‘
〃
、
炉
Ｉ
上
田
９
７
．
Ｊ
７
４
凸
ａ
■
，
ｌ
、
ｒ
ｌ
Ｊ
ｆ
ｐ
ｆ
や
１
．
４
１
‘
、
ｆ
１
Ｊ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
〆
ｈ
▲
■
■
■
Ｆ
１
碑
、
ｒ
ｊ
〃
ザ
９
１
“
穐
〆
、
１
Ⅱ
１
Ｊ
吟
１
ｈ
日
ｒ
１
妬
グ
ー
‐
０
９
１
、
●
且
〆
、
Ａ
ｐ
Ｆ
７
ｌ
少
、
伊

夏の臨時列車運転のお知らせ
（
）

運 転 期 日列車名 時刻 発駅 諦
一
蟹
一
瞬

ロ
万３５わ

行
き
急
と 8月1~31日･ 9月4.11.15.18.23‘25E14時06分 高萩

恩ｲT

ときわ7号
8月7日 ･8月14～21日 ･8月28日ロ皿14時43分

急行

とぎわ55号
8月8～21円 ・8月28日上野l6H茅07分 平

掴

万２
蚤
」

行
わ
患
い 8月13～17日9時11分 水戸 福島

1 ロ
序２

冬
ご

行
わ

与
猷
い

8F1 13～17日福掛】 炉
一
静
一
蝿

17時39分

13時18分 上野 8月7日 ･ 8月14日唾 雨
一

81:1 7日 ･ 8月14日唾 i隅｢ 』 1311非56分 ??~ツヤ
I可1*火

列車の事故をな<そう

国鉄では、 7月から8月22日まで夏季輸送安全確

保運動を行なって.おりますので、海』<浴、お盆な

ど、お客様D多い時期を、無君故で輸送できるよ

う踏切の|li故、列車防害などの事故防止に協力し

てください｡ （高萩駅）
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（3） 市報た_かはき昭和52イド8月

四
雨
水
を
す
み
や
か
に
集
め
て
流
し

ま
す
。家
庭
や
道
路
が
水
び
た
し
に
な
る
こ

と
は
な
く
、
低
地
の
家
屋
の
浸
水
も
な

く
な
り
ま
す
。

下
水
道
に
は
い
ろ

下
水
道
に
は
た
く
さ
ん
の
”
働
き
“

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ど
れ
一
つ

を
と
っ
て
み
て
も
大
切
な
も
の
ば
か
り

で
す
。
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は

酷
■

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
下
水
道
で
す

回
き
た
な
い
水
を
化
学
的
、
衛
生
的
Ｅ

処
理
し
ま
す
。
ゞ

家
庭
や
学
校
な
ど
で
使
わ
れ
、
よ
ご

れ
た
水
を
す
み
や
か
に
集
め
、
化
学
的

衛
生
的
に
始
末
す
る
の
で
、
蚊
や
〈
エ

も
い
な
く
な
り
、
伝
染
病
の
予
防
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。

回
衛
生
的
で
快
適
な
水
洗
便
所
が
使
用

で
き
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
に
か
わ
っ
て
、
衛
生
一

的
な
水
洗
便
所
が
取
り
つ
け
ら
れ
ま
す

く
さ
い
に
お
い
が
な
く
な
り
〈
エ
も

い
な
く
な
り
実
す
。

圖
川
や
海
、
街
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。

よ
ご
れ
た
水
が
直
接
川
へ
流
れ
こ
ま

な
く
な
り
、
に
ご
っ
た
川
も
澄
ん
だ
美

し
い
姿
に
も
ど
り
ま
す
。
ま
た
、
き
た

な
い
ド
ブ
も
な
く
な
り
、
街
も
美
し
く

せ
い
け
つ
に
な
り
ま
す
。

公
共
下

公
共
下
水
道
は

下
水
道
の
は
た
ら
き

水
道

、

家
庭
の
し
尿
や
雑

い
ろ
な
種
類
が

排
水
、
学
校
、
事
業
所
な
ど
か
ら
の
排

水
を
集
め
て
終
末
処
理
場
で
処
理
す
る

し
く
み
で
、
市
が
事
業
主
体
と
な
り
、

たな 水卦
ご はい

軸
Ⅱ
Ｉ

ー

シリーズ＝下水道を考える◇◇ ②

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

都
市
下
水
路

都
巾
下
水
路
は
、
唯
と
し
て
市
街
地

の
雨
水
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
開
渠
構
造
を
原
則
と
し
た

卜
水
路
で
す
。
谷
地
川
都
市
下
水
路
は

一
応
整
備
が
終
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
流
域
下
水
道
と
か
特
定
公

共
下
水
道
が
あ
り
ま
す
が
、
当
市
に
は

関
係
が
な
い
の
で
省
き
ま
す
。

下
水
道
の
し
く
み

公共下水道のしくみ

、
私
た
ち
の
街
に
必
要
な
下
水
道
の
施

設
は
、
ど
ん
な
水
を
集
め
、
ど
の
よ
う

に
始
末
し
て
、
川
や
海
に
流
す
の
か
拷

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

台
所
、
風
呂
な
ど
で
す
て
る
水
、
水

洗
便
所
で
使
っ
た
水
な
ど
は
、
地
下
に

埋
め
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
作

ら
れ
た
下
水
管
に
集
め
ら
れ
ま
す
。
ぞ

こ
で
、
集
め
ら
れ
た
よ
ご
れ
た
水
は
、

水
の
ク
リ
ー
’
一
ン
グ
エ
場
と
も
い
わ
れ

る
終
末
処
理
場
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な

機
械
を
使
っ
て
ご
み
や
小
さ
な
か
す

少

L

‐

'

一
沈
み
や
す
く
な
っ
た
ど
ろ
の
か
た
ま

り
を
こ
の
池
の
底
に
沈
ま
せ
、
上
の
き

れ
い
な
水
を
流
し
ま
す
。

塩
素
混
和
池

消
毒
し
、
ぱ
い
き
ん
を
こ
ろ
し
ま
す

そ
し
て
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水
を
川
へ

流
し
ま
す
。

終
末
処
川
場
は
、
緑
化
等
に
よ
り
環

境
の
美
化
を
図
り
、
立
派
な
公
園
と
し

て
動
植
物
の
飼
育
観
察
が
で
き
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
ま
す
。

ま
で
と
り
槌
バ
イ
キ
ン
を
こ
ろ
し
て
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
川
や
海
に
流
し
ま
す

雨
水
は
、
下
水
路
に
集
め
ら
れ
Ⅲ
や

海
に
流
し
ま
す
。

・
終
末
処
叫
場
は
次
の
よ
う
な
工
程
で

水
処
即
さ
れ
ま
す
。

終
末
処
理
場
の
は
た
ら
き

沈
砂
池
、
．

大
き
な
ゴ
ミ
、
↑
土
や
砂
を
沈
め
て
と

り
の
ぞ
き
ま
す
。
・

最
初
沈
澱
池

下
水
・
を
こ
の
池
で
ゆ
っ
く
り
流
し
、

小
さ
な
ゴ
ミ
と
、
ど
ろ
を
沈
め
ま
す
。

底
に
た
ま
っ
た
ど
ろ
は
別
の
と
こ
ろ
へ

送
り
ま
す
。

エ
ア
レ
ー
シ
ヨ
ン
タ
ン
ク

下
水
の
巾
に
活
性
汚
泥
（
か
つ
せ
い

お
で
い
）
を
加
え
空
気
を
吹
き
込
む
と

微
生
物
（
び
せ
い
ぶ
つ
）
の
は
た
ら
き

に
よ
り
、
小
さ
な
よ
ご
れ
が
大
き
な
固

ま
り
と
な
つ
一
再
沈
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
‐
一

最
終
沈
一
澱
池

K
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市報たかはき (4）(第2○9号）、 ． .‘．

社協活動をより活発に推進するため に

さ
る
６
月
加
日
中
央
公
民
館
に
お
い

て
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
が
開
か
れ

昭
和
副
年
度
事
業
報
告
、
決
算
等
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

実
施
さ
れ
た
主
な
事
業

１
支
部
社
協
の
強
化
促
進

地
域
住
民
に
密
着
し
た
活
動
体
制
を

強
化
す
る
た
め
に
、
公
共
性
の
高
い

民
間
の
自
主
的
組
織
と
し
て
の
自
覚

と
住
民
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

２
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
推
進

常
に
感
謝
と
奉
仕
の
心
を
培
う
媒
体

昭和51年度収入支出決算

別
年
度
、
社
協
の
決
算
報
告

|X入の部 支出の部 (単位： '1

会 費 会 議 費 61．9801.328.900

〈
職員給料

事務費

4い

ﾎ芯 務 費其'司募金配分金 2.307. 1443.492.090

事市補助金 業 質 4.307.4712.315.000

福祉大会

研修費
指導訓練徴 191.445県社協交付金 286.760

内

繰越金 援護 費868.962 2. 197.230 才末たすけあい

と
し
て
の
組
織
化
の
推
進
と
－
－
－
ド

の
把
握
を
し
て
き
ま
し
た
。

３
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

施
設
福
祉
か
ら
在
宅
福
祉
に
移
行
し

つ
つ
あ
り
、
地
域
福
祉
需
要
の
把
握

と
ボ
’
７
／
計
イ
ア
活
動
な
ど
地
域
内

の
福
祉
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た

４
福
祉
活
動

①
老
人
福
祉
…
．
：
老
人
福
祉
大
会
及
び

敬
老
会
、
ね
た
き
り
、
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
の
援
護
、
移
動
浴
槽
に
よ
る

入
浴
の
介
添
を
し
ま
し
た
。

②
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
：
．
…
社
会

参
加
へ
の
協
力
援
助
や
、
団
体
の
育

児童・老人

身障・母子家随
そ の他 福祉対策費 295.20053.270

ー
世帯更生

ホフ／アイ ノ
費

吾埋

同白 317.413

訳

助成金 1.306. 183 支部活動餅

昔支出金 462.880

翌年度繰越金

1.205.507円
計 8.344.982

二L

戸I 7－ 139．475

成
援
助
を
し
ま
し
た
。

③
児
童
福
祉
・
・
…
・
要
保
護
家
庭
の
児
童

交
通
遺
児
の
援
助
、
子
供
会
の
育
成

と
行
事
の
協
力
援
助
を
し
ま
し
た
。

④
低
所
得
者
層
福
祉
：
ｒ
・
世
帯
更
生
資

金
貸
付
、
法
外
援
護

⑤
母
子
福
祉
…
．
：
母
子
（
父
子
）
家
庭

の
援
護
、
母
子
福
祉
行
事
の
協
力
援

助
を
し
ま
し
た
。

㈹
そ
の
他
の
事
業
：
…
・
共
同
募
金
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
、
各
支
部
社

協
で
実
施
の
街
灯
設
置
、
公
報
板
設
置

海
岸
清
掃
、
ぶ
よ
駆
除
等
い
ろ
い
ろ
な

事
業
に
対
し
協
力
助
成
を
し
ま
し
た
。

◎恩給請求の時効。－一

－該当される方は請求もれのないよう－

、時効期

至急手続

昭和45年に改善された次の恩給については、本年9月30日をもって、時効期
剛が満了しますので、該当される方で、 まだ請求をしていない方は、至急手続
をとってください｡． ,

。旧軍人や旧軍属として昭和20年9月2日から引き続き南西諸島、小笠原諸
島、硫黄諸島、南烏島又は千島列島に抑留された方について、 その抑留期間
1月につき1月の加算年に準ずる在職年の割増をすることにより、はじめて

給されることとなる普通恩給扶助料

◎教育職員が、教育事務に従事する文官等に転じ、 さらに引き続いて教育職

員となった場合には、前後の教育職員としての在職を勤続するものとみなし
．、 その在職期間に基づいて勤続加給がつくこととなりました。 この措置に

よって年額が改定される普通恩給や扶助料一 、

◎，公務員が、 日本国との平和条約第11条に掲げる裁判により海外に拘禁され
た期間（在職中の職務に関連して拘禁されたものに限る｡)‐があるときは、
その拘禁期間1月につき1月の加算年に準ずる在職年の割増をすることによ

り､はじめて給されることとなる普通恩給扶助料

◎旧日本医療団職員期間を公務員に通算する場合は、従来、普通恩給の給の

最短年限に達するまでを限度として通算されていましたが、 この条件を廃止
し、医療団職員期間は、 これをすべて公務員期間に通算されることとなりま

した。この措置によって年額が改定される普通恩給や扶助料

◎,,旧南洋庁に勤務していた公務員で、同庁の電気通信業務が昭和19年5月1

日に旧国際電気通信株式会社に移管されたことに伴い、引き続き同社の社員

になった方には、同社の業務が、 日本政府に引き継がれた昭和22年5月25日

前に退職した場合（引き続き公務員となった場合にはすでに通算されててい

る｡）であっても、その社員期間を公務員期間に通算されることとなりましたc

この措置によってはじめて給される普通恩給や扶助料又は年額が改定される

普通恩給や扶助料

◎請求手続などくわしいことは、福祉事務所社会係へお尋ねください。

イ
ヘ

（
）

P

善意ありがと う－

博順会高萩病院代表渡辺博
社会福祉のため 100,000円

荒木恭平＝本町
青少年のため 4,500円
日本加工製紙青年婦人部
バザー益金福祉のため 38j257円

三浦五郎＝高戸
社会福祉のため 30,000円

塩 満＝東本町
施設の子供へ 7,350円
舟生達子＝有明町
社会福祉のため 30,000円

松本 基＝下君田
子供会へハンゴー 10ケ
中央公民館へハンゴー 10ケ

岡田良子＝石滝
社会福祉のため 2,363円

宇野 温＝下君田
老人福祉へ 200,000円
宇野晴雄＝高浜町
社会福祉へ 50,000円

大和町連合常会＝ふるさと祭り
セリ市の益金 10,000円
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